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 結果と考察 : 新たな π 共役置換基として 6 位に置換フェニル基を有するチオフェン環を導入したイ
ミダゾピラジノン誘導体 1a-dを合成した。誘導体 1a-dについて、塩基を含む DMSO 中及び酢酸緩衝
液を含むジグリム中での化学発光特性（反応速度、発光波長、量子収率）を調べ、結果を置換ベンゼ
ン誘導体 10b-dとオリゴチオフェン誘導体 T1-3の化学発光特性と比較した。チエニル基とフェニル基
の両方を持つ 1bは、π 共役の拡張により 2 つの溶媒条件での発光量子収率が向上し、T1と T2の中間


























10 a: R = CF3
b: R = H
c: R = OMe
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